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インターネット活用法を中心とした

コンピュータリテラシー教育の試み

中 西 宏 文

Hirobumi NAKANISHI

(情報科学選修)

1.は じ め に

コンピュータを教育に利用しようとする試みを振り

返ってみると,その歴史は古く,米国において1950年

代の終わりにまでさかのぼることができる。

今日の日本の学校教育におけるコンピュータ教育に

関して考えてみると,我が国では, 1980年代に開発さ

れたパーソナルコンピュータと呼ばれる個人ユースの

コンピュータ(以下,パソコンと略す)の利用を前提

としている。このパソコンも,初期のものは8 bitのC

PUにわずかなメモリを搭載したもので,取り扱いに

もかなりの習熟を要するものであった。しかし,その

後の技術革新と価格低下により,今日では家電製品並

に一家に一台の時代も遠くはないと言われるようにま

でなっている。

また,アメリカのインターネットによる情報ハイ

ウェイ構想に端を発するネットワーク環境の整備も進

められ,数年前までには,全国の国立大学で学内LA

N等が敷設され,着々と情報ネットワーク時代に対応

する基盤整備がなされてきた。このような状況の中で,

ハードウェア・ソフトウェアの進歩により,個人ベー

スでもネットワークヘの接続が容易にできるように

なった。1995年半ばからは,インターネットプロバイ

ダと呼ばれる接続業者の相次ぐ新規参入により,個人

ベースでのインターネットヘの参加も爆発的に増加し

ている。

このような社会情勢の変化により,1994年頃までは,

大学や企業の研究機関等しか利用していなかったイン

ターネットも非常に身近な存在となり,小中学校でも,

このインターネットを教育に取り入れる試みが色々と

なされるようになってきた。

情報科学選修においても,この変化にいち早く対応

すべく, 1995年に情報処理センターの計算機システム

が更新されたのに合わせて,1年次から,電子メール･

電子ニュース・WWW(World Wide Web)といった

各種インターネット資源の利用方法を従来のプログラ

ミング教育の中に取り入れてきた。

しかし,今日の社会情勢では,特に情報科学等を専

門としない学生でも,パソコンくらいは利用できて当

たり前でインターネットにアクセスできないと,将来

仕事に支障をきたす,といった状況が目前に迫ってい

るように思われる。例えば,企業の求人にしても,リ

クルート情報誌への掲載を減らしてインターネットで

求人を行い,応募もまずはインターネットで,といっ

た会社が急増している。

そこで, 1996年度から始まった新教育課程の中で,

主として文化系の学生を対象に,インターネットの利

用を主体として,コンピュータリテラシイ教育を行う

こととした。本研究では,情報科学選修の学生に対す

る1994年度までのリテラシイ教育と1995年度以降の新

しいリテラシイ教育について報告したのちに, 1996年

度前期に行った新入生ゼミ(インターネット入門)の

講義・演習状況について報告するとともに,今後の展

望について検討することとする。

2.コンピュータリテラシイ(1)(2)について

一般にリテラシイという言葉は,最低限度必要な読

む能力と書く能力を意味している。これをコンピュー

タに当てはめてみると,コンピュータについての最低

限度の知識,活用能力を意味するものと考えられる。

しかし,一般に求められる読み書きの能力は,長年

にわたって大きな変化が無いと思われるのに対して,

コンピュータを活用する上での必要知識というのは,

コンピュータを取り巻くソフトウェア,ハードウェア,

社会情勢等によって,その時々で大きく変化する。

例えば, 1970年代まではコンピュータと言えば,I

BM社の汎用コンピュータもしくはその互換機を示す

ヶ-スが大部分で,そのためのリテラシイと言えば,

パンチカードにジョブの指示やプログラムをパンチし

て,計算結果をプリンター出力として受け取るまでの

一連の流れを学習することであったと思われる。

それが1980年代に入ると,TSSシステムやパソコ

ンの普及に伴い,コンピュータを操作するために必要

な道具が,キーボードとディスプレイモニターヘと変

化した。また,80年代後半になると, EWS (エンジ

ニアリングワークステーション)と呼ばれる,個人ベー
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スの高性能なコンピュータも出現し,リテラシイ教育

も,コンピュータの用途によって異なるべき時代に

なった。

さらに1990年代には,コンピュータはローカルエリ

アネットワーク(LAN)に接続され,LANがイン

ターネットに相互接続されることにより,それまでと

は,コンピュータの利用形態が大きく変化することと

なった。

このような時代の変化に即したリテラシイ教育につ

いては,情勢の変化の方が早すぎるために,研究・実

践が追いつかないのが現実である。しかし,困難な状

況ではあるが,手をこまねいているわけにはいかず,

様々な方法を研究し試行してみる必要がある。

ここでは, 1980年代に入ってから普及したパソコン

によるコンピュータリテラシイ教育に的を絞って考え

てみたい。

パソコンのハードウェア・ソフトウェアは数年のサ

イクルで確実に高性能化している。心臓部ともいえる

CPU1つをとっても,初期の8ビットCPUから,

16ビット,32ビットと進化するのに10年とかかってい

ない。

また,この間に見落としてはいけない事実として,

パソコンのCPUにおけるインテル社の寡占が進み,

ソフトウェアの面でのマイクロソフト社の寡占が相互

作用となって,パソコンのハードウェア・基本ソフト

ウェアの標準が決まってしまったことがあげられる。

当然,寡占による弊害も考えられる。例えば,パソコ

ンの価格がCPUの価格で決まってしまう事実があ

る。また,すべてのアプリケーションソフトがマイク

ロソフトのオペレーティングシステム(OS)をター

ゲットとして開発されるために,マイクロソフトのO

Sの開発に遅れや問題が生じると,すべてのソフト

ウェア開発会社に深刻な打撃を与えかねない状況が生

している。

幸いにして, CPUに関しては, AMD, Cyrixと

いった高性能の互換CPUを開発する会社の出現で,

1994年頃からは,3ヶ月に1回くらいの目に見える形

でのCPUの価格低下が生じている。また,対抗上,

千ンテル社も, Pentium, Pentium Pro といった超高

性能CPUの前倒し発売や価格政策で,ユーザは多大

な恩恵を受けることができるようになった。

さらに,1996年4月以降始まったメモリの値崩れは,

同製品の価格が1年前の2,3割にまで下落してきて

おり,すべての面で,パソコンユーザにとって状況が

好ましい方向へ変化している。この変化によってさら

にユーザが増加するという好循環は,近年,他の産業

や製品には見られないものである。

しかし,パソコンが一般化すればするほど,リテラ

シイ教育は多様化し,その実践は一律にはいかない困

難なものになると考えられる。少なくとも,従来の情

報系や理工系の学生と,それ以外の学生という区分で

はなく,新たな見地から区別したリテラシイ教育が必

要になるであろう。

3.教育用コンピュータシステムの

現状と問題点

現有の教育用システムは, 1995年2月から運用が始

まったもので,6台のワークステーションサーバ・2

台のNetwareサーバと100台のパソコンから構成さ

れる。パソコンは, 486DX2 66MHz, 16MB Memory,

420MB HDD といったハードウェアに,MS-DOS+

Windows 3.1といったオペレーテイングシステムで

ある。これらのシステム構成は,運用開始の1年以上

前から,順次決定していく必要があり,また,入札時

の時価でレンタル料金が決まるため,最近のハード

ウェアのモデルチェンジと価格低下からすると,今と

なっては,最新のものから随分と見劣りするが,致し

方ない。

このようなシステムの現状からしても,既に最新の

リテラシイ教育を研究し実践してみることに関して

は,絶望的な環境にあるように思われるが,現時点で

は,アプリケーションソフト自身が, Windows 95独自

の機能を活用しているケースは少ない。このため,基

本となるOSこそ, Windows 3.1とWindows 95とい

う違いはあるものの,アプリケーションを使うだけの

立場で考えた場合,一般的な操作に限って考えれば,

0Sの違いによるものとしては,アプリケーションの

起動方法だけと考えてもよいと思われる。但し,この

状況も,多くのソフトウェアがWindows 95対応とな

り,その独特の機能を使用するようになると,やはり,

最新のOSを使用する必要性も生じるかもしれない。

4.情報科学コースの学生に対する

リテラシイ教育

本学の情報科学コースの学生に対するリテラシイ教

育を考える際に考えるべき重要な点がある。それは,

従来の工学部等の情報系学科と異なり,コンピュータ

サイエンス(以下CSと略す)を基礎に,社会学,教

育工学,認知科学等の幅広い知見を持ち,人間中心の

システム作りができるような総合的な人材の育成を目

的としたコースである点である。このような目的を持

つ学科は情報システム系(以下,ISと略す)学科と

分類されている。

1987年に設置された当時は,このような学科の標準

的カリキュラムというものは皆無であった。 1990年代

に入ると,情報処理学会等が中心となり,CSカリキュ

ラム(3)やISカリキュラム(4)が作成された。

従って本学においても,設立当時に考えられた科目

名に基づいて授業が行われてきた。コンピュータリテ

ラシイに関係する科目としては,プログラミング入門,
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情報科学実習,情報処理実習等が開設されており,3

年次までは通年で週1回はコンピュータに触れる機会

が設けられていた。ほとんどのCS・IS系学科で類

似名の科目が開設されているが,問題は,実際に教え

る内容である。

1994年度までは,教育用電子計算機システムの使用

できる演習室が1教室しかなかったために,情報科学

コースでは,スタッフが考える内容での入門教育が不

可能であった。具体的には,プログラミング教育用の

言語として計算機の関係上Fortranしか利用できな

かったことがあげられる。

1980年代には,教育用のプログラミング言語として

は,Pascalが良いという考え方が支配的であった。こ

のため,2年次後期において, Pascalを学習すること

としたが,すでに,この時点までに多くの学生にはプ

ログラミングに対する苦手意識が浸透しており,全体

の2割程度の学生しか,十分な学習ができなかった。

さらに,3年次になってからは卒業研究等を控え,

より実用的なC言語を1年間で教えることとしてい

た。

この頃の考え方としては,プログラミング教育とプ

ログラミング言語の教育は別であり,1年次において,

プログラミングの基礎をしっかりと習得していれば,

言語が変わろうと,その言語の構造や文法さえマス

ターすれば容易に移行できるであろうというものであ

る。

しかしながら,1年次で基礎ができる学生は40人中

わずか数名というのが常で,劣悪な計算機環境と共に,

問題の根深いことを痛感していた。

また,このころは理工系学生に対するコンピュータ

リテラシイ教育=プログラミング教育,文系学生に対

しては,ワープロ・表計算といった考え方が支配的で

あったように思われる。そのため,理工系では,プロ

グラミング言語として何を教えるかが議論の中心で

あった。

1995年度からは,演習室が2教室使えるようになり,

またシステムもワークステーションを全学生か利用で

きるものに更新されたため,教育内容を一新(5)するこ

ととした。

授業内容に関しては,プログラミング言語はC言語

のみで通すこととし,それまで行われていなかったタ

イピングや,近年盛んになったインターネットの使用

方法等もプログラミング教育と並行して進めていくこ

ととした。

また,それまで実習授業にもかかわらず,40人の学

生を1人の教官で教えており,授業時間・時間外共に

学生のサポートが十分できなかった反省をふまえ,2

人の教官で担当することとした。通常,大学院のある

ところでは,教官1人に2人のティーチングアシスタ

ント(以下TAと略す)で50人程度までの学生の実習

を担当するケースが多い。しかし,情報科学選修に大

学院が無くTAに頼れないことや,授業時以外の質問

等に万全を期すため,専任教官2人での担当とした。

但し,この2人体制には必ずしも理解が得られてい

るわけではなく,プログラミング実習を担当する負担

が他の講義と同程度にしか見られていないという点は

何ら変化はなく,さらなる理解が必要である。

1995年度は,その年の入学生に対しては,完全に新

しい授業内容で始めることとなったが,2年次にあ

がった学生は,1年次に旧内容での授業を受けており,

慎重に取り扱う必要があった。しかし,実際には,前

述のように,多くの学生が十分なプログラミング能力

を習得していなかったため, 1, 2年次の学生が,ほ

ぼ同じ内容で,初めから再教育を行うこととなった。

5.新入生ゼミの意義と受講者構成

総合科学課程では, 1996年度からの新教育課程にお

いて,新入生ゼミという授業題目が新設された。この

新入生ゼミの意義については,さまざまな機会に議論

されたように聞く。自分なりの理解では,各選修の教

官が自分の所属選修以外の学生を対象に,自選修に関

連した内容についてチュートリアルすると共に,大学

生活に早く溶け込めるようにする目的で開設する少人

数のゼミであると考えている。

そこで,情報科学選修の担当する新入生ゼミでは,

最初からコンピュータおよびその関連の講義を受ける

機会のある総合理学コース・情報科学コースの学生は

除外し,主としてコンピュータに触れる機会の少ない

と思われる残りの4コースの学生を対象としたゼミと

する事とした。授業は,主として中西が講義をし,演

習の時間には,同選修の伊藤助手と2人で担当した。

受講学生は,最大20名,つまり教官1人あたり学生

10名を想定したが,希望者多数のため,多少枠を広げ,

コース間のバランスを考えて,24名まで許容すること

とした。コース別・男女別の内訳は,国際文化コース

10(男3女7)名・日本語教育コース4(女4)名・

人間社会コース10(男6女4)名である。なお,これ

らの学生は全員パソコン・ワープロ等を操作した経験

がほとんどない学生である。

6.授業スケジュールと演習内容

授業スケジュールは,学生がコンピュータに対する

アレルギーを起こさないように,毎回,全員の理解状

況を把握しながら,その都度調整しながら編成した。

前期の夏期休業前までの実施状況は,およそ下記のよ

うな内容となった。

①インターネットとは

②キーボードに慣れ親しもう

③WWWによって,世界中の情報の中を旅行しよう
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④文書を作成するには

⑤ネットニュースの世界を覗いてみよう

⑥電子メールの使用法

⑦HTML入門

⑧自分のホームページを作成し,情報発信をする
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それぞれの内容について,以下に簡単に述べる。な

お,それぞれが90分の講義1回分というわけではなく,

以下の区切りは内容的なものである。

6｡1 インターネットとは

ここでは,インターネットの歴史を簡単に述べ,今

日のインターネットの現状と,インターネット上で提

供されているサービスの概略について,学習した。

また,今日世論で取り上げられるインターネットに

関する内容は,主としてWWWによるものであること

を説明し,一般家庭からアクセスするための手段等に

ついての説明も行った。

6｡2 キーボードに慣れ親しもう

まずコンピュータを使用する上で必要となる,本学

情報処理センター計算機の使用手続き,使用開始方法,

終了方法等を実際の計算機を実習する。この時間が,

実際にコンピュータに触れる最初の機会であることか

ら,特に全員の理解状況に留意した。

次に,情報処理センター計算機が動作する上で重要

な役割を果たしているオペレーテイングシステムであ

るUNIXに関する基礎知識を学習した。

さらに,コンピュータを操作する上で,必要不可欠

なキーボードについて,その基本操作を説明した後,

アルファベットのキー配列を覚えるための,タイピン

グ練習ソフトを紹介した。

6。3 WWWによって,世界中の情報の中を旅行しよ

う

WWWで実装されているサーバ・クライアント方式

の分散処理について理解させたのち,今日,最も普及

しているクライアントソフトウェアである“Netscape

Navigator"の使用方法についての実習を行った。

6｡4 文書を作成するには

コンピュータ上で日本語の文章を作成するために

は,必ず,アルファベットと日本語の平仮名,漢字等

の間を取り持つ機能(日本語FEP)が必要であるこ

と,並びに各種ワープロ専用機やワープロソフトで実

装している変換操作の基本について学習した。

通常,文系学生向けのコンピュータリテラシイ教育

では,必ずワープロによる文書作成が取り上げられる

が,理科系ではワープロ操作等を授業で取り上げるこ

とは少ないように思われる。

そこで今回は,ワープロソフトを使用せずに,理工

系の研究者が論文作成等の入力に好んで使用する機会

の多い, Mule というエディタと仮名漢字変換には同

じく, Cannaと呼ばれるいずれもフリーのソフトウェ

アを使用した。このことにより,学生は基本概念の理

解に集中することができ,今後どのような文書エディ

タやワープロも抵抗無く使用できるものと考えた。

6｡5 ネットニュースの世界を覗いてみよう

電子掲示板と呼ばれることの多い,電子ニュースに

ついて,その配送メカニズムや電子メールとの違いを

説明し,実際に大学内の練習用のニュースグループに

記事を各自で書いて投稿する演習を行った。

なお,ここでは今日ネットユユースが抱える問題点

や過去に生じた事例等を紹介し,ネットニュースを利

用する上でのマナーについての学習も行った。これは,

誰か一人でも不心得な使用をすると大学全体がそのよ

うに評価されてしまう可能性があるためである。

6｡6 電子メールの使用法

インターネットに古くからあり,今日のWWWブー

ムの前は,主たる利用目的であった電子メールについ

て,その使用法を学習した。ここでの演習内容は,新

規にメールを出す方法ならびに着信メールを引用して

返事を書く方法である。なお,今回は, mnewsという

ネットニュース用のフリーソフトの中のメール機能を

用いて演習をおこなった。

6｡7 HTML入門

6.3においてWWWの利用方法について学習し,その

後,各学生は自分で様々なホームページの情報にアク

セスしたので,今度は,その情報を発信するための言

語であるHTML(Hyper Text Markup Language)

について学習することとした。一做に,コンピュータ

学習を進めていく上で,計算機言語は大きな障害とな

る場合がある。そのために,HTMLに関しても内容

を知らなくてもホームページが作成できるホームペー

ジ作成ソフトウェア(HTMLエディタ)がある。し

かし,その機能の不完全さや,HTML修得白身の難

易性を判断すると,不完全なHTMLエディタを用い

るよりは,HTML自身を学習した方がよく,また,

プログラミング言語習得はどの困難は伴わないと判断

し,HTMLの各種タグの機能や記述方等についての

学習をおこなった。

6｡8 自分のホームページを作成し,情報発信をする

これまでの学習内容の総仕上げとして,各自が自分

のホームページを作成して情報発信を行うこととし

た。ここでは, 6.1, 6.2, 6.3, 6.4, 6.7で学習した内

容をすべて使用する必要がある。そのため,ここまで
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に配布した資料を参照し,学習内容を復習しながら,

各自がホームページを作成していく必要がある｡なお,

ここでは,必要最低限の自己紹介を記したサンプルを

提示し,そのHTMLで記述されたサンプルがプラウ

ザ上でどのように表示されるのかを確認させた上で,

資料を参考に,各自がサンプルを拡張する形でホーム

ページ作成に臨むこととした。

7.授業内容の公開について

従来の授業においては,教科書,資料配付,板書と

いった手段を併用しながら授業が進められてきた。当

然,各教官は授業内容に関して深い理解をし,どのよ

うに教えることで学生の理解を助けることができるの

かを十分に研究しながら教育に携わるべきであり,多

くの教官はそのような努力をしているはずである。し

かし,学生等のアンケートを行うと,はっきり言って

授業がわからないという声が多く,学生の評価は厳し

い。また,大学でどのような内容の授業が行われてい

るのかを,大学のすべての構成員が知ることができる

とともに,学外,特に高校生に具体的に知らせること

が今後重要になると思われる。

このような状況を踏まえ,現在,担当する講義の内

容をインターネット上で参照できるように,現在,授

業内容および講義で使用した資料等をHTML化する

作業を進めている。このような形で,自己の授業を公

開することで情報科学選修以外の学生にも授業内容を

広く知ってもらうと共に,教官側か責任もって教育を

行っていることを学生にアピールすることで学生にも

授業に積極的に取り組んでもらうよう促すことができ

ると思われる。

さらに,学生が知りたい知識の検索等も容易にでき

るようになり,授業の予習・復習にも役立つものと思

われる。

8.ま と め

インターネットの普及で社会が大きく変わろうとし

ている現在,大学における教育も大きな変革を迫られ

ていると思われる。何も改革がなければ,いずれは大

学の授業などインターネットをアクセスすれば事足り

るような時代になるかもしれない。そうなると,学生

はどこの大学に所属しようが,インターネットや光通

信網を利用した遠隔授業によって,全国の授業の中で

一番優れた授業を受講することになるかもしれない。

そのような過程においても,すべての学生がコン

ピュータを使いこなせるようになる必要性は高まりこ

そすれ,減ることはないであろう。そこで,時代に即

したコンピュータリテラシイ教育が必要となる。そこ

で,今回は,新教育課程のもとで開講した新入生ゼミ

において,専門以外の学生に対しておこなったコン

ピュータリテラシイ教育の基となる考えや実践内容に

ついて報告した。まだ前期の途中で,授業成果に関す

る評価を下すことはできないが,学生に対しては,か

なり役に立つ内容の授業ができたものと考えている。

今後,授業成果をまとめると共に,来年度以降の授業

への反映,さらには,将来の全学的なコンピュータリ

テラシイ教育の指針となるべく,研究を発展させてい

きたい。

9.今後の課題

現在の情報処理センターの設備は2クラス分しかな

く,今後,全学の学生がコンピュータリテラシイ教育

を受けるとした場合,絶対数が足りない。また,ほと

んどの授業が週1回しかないため,コンピュータに慣

れ親しもうとする場合,授業時間以外にも自由に使用

できるコンピュータルームが必要不可欠である。しか

し現状としては,自習用のパソコンは10台しか無く,

しかも夕方5時までしか使用できない。これらに関し

ては予算上の問題ではあるが,早急に改善されること

が望ましい。

またソフトウェア・ハードウェアの内容も,既に市

販されているパソコンよりも古くなっており,特に,

Windows 95に関する各種操作について学ぶことがで

きない点は致命的ともいえる。

ソフトウェアの選択には特に慎重を期すべきであ

り,選択基準としては,普及度・新しさ・将来性・使

いやすさ等を総合的に判断する必要がある。間違って

も,教える人が自分が使っているから,という立場で

選択すべきではない。

今回使用したソフトウェアの中では,mnewsに関し

ては,今後, Netscape Navigator に置き換わるかも

しれない。最新のNetscape Navigator では,日本語

処理に関しての問題も解決されてきており,このソフ

トウェアのみで,WWWのブラウザ・メール・ニュー

スと統合して取り扱うことができる。来年度以降は,

その方向へ変更されているかもしれない。

今後,専門外学生へのコンピュータリテラシイ教育

を考える場合,重要な点として考えられることを最後

に記す。まず,その時点において一般的に使われてい

るソフトウェア・ハードウェアで教育を行うこと。例

えば, 1996年度でいえば, Pentium CPU +Windows

95といった組み合わせになる。ハードウェアは,多少

処理速度の遅いものでも構わないが,あまり遅いと,

初めての者にとっていらいらさせられ問題である。あ

とは,初めほど大切なので,十分に全員が理解できる

進度で十分なスタッフで対応することも重要である。

そして,いつでもわからなくなったことを調べれるよ

うな資料等を配布またはネットワークで参照できるよ

うにしておくこと等が必要と思われる。
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